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【
金
汰
俓
】　

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
東
義
大
学
校
の
鄭
チ
ョ
ン

孝ヒ
ョ
ウ
ン雲
先
生
が
ご
発
表
く
だ
さ
い
ま
す
。

【
鄭
孝
雲
（
東
義
大
学
校
教
授
）】　

東
義
大
学
校
の
鄭
孝
雲
と
申
し
ま
す
。
私
の
専
門
は
、
古
代
日
韓
関
係
史
で
す
。
も
と
も
と

は
そ
の
よ
う
な
専
門
の
私
が
死
に
つ
い
て
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
に
人
文
社
会
研
究
所
所
長
に
就
任
し
、

そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
死
と
文
化
に
対
す
る
研
究
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
二
〇
〇
九
年
に
は
主
に
韓
国
に
お

け
る
フ
マ
ニ
タ
ス
（hum

anitas

）
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
ご
発
表
者
の
先
生
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
専
門
分
野
に
関
し
て
お
話
し
な
さ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
韓
国
に
お
け
る
死
生

学
研
究
の
現
況
と
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
が
何
を
ま
な
ざ
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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知
的
融
合
言
説
と
し
て
の
「
死
生
学
」
研
究

鄭
孝
雲
｜
東
義
大
学
校
教
授

一
．
は
じ
め
に

近
年
、
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
（w

ell-being
）
や
「
ウ
ェ
ル
・
ダ
イ
イ
ン
グ
（w

ell-dying

）」
と
い
う
用
語
を
頻
繁
に
み
か
け

る
。
な
ぜ
急
に
韓
国
社
会
が
死
と
生
と
い
う
単
語
に
多
く
の
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
は
、
経
済
成
長

に
よ
っ
て
韓
国
人
の
生
の
質
が
向
上
す
る
と
同
時
に
、
自
殺
と
い
う
病
理
的
な
「
死
の
現
象
」
と
、
安
楽
死
や
尊
厳
死
な
ど
の
生

命
倫
理
に
関
連
す
る
「
死
の
言
説
」
が
、
社
会
的
な
懸
案
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、

科
学
や
医
療
技
術
の
発
達
は
、
疾
病
の
治
療
や
生
命
の
延
長
だ
け
で
な
く
、
死
を
予
測
し
、
予
断
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
い

え
る
。
問
題
は
、
最
近
の
「
キ
ム
お
婆
さ
ん
事
件1
」
に
関
連
し
た
尊
厳
死
論
争
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
死
に
対
す
る
科
学
的
、
医

学
的
立
場
が
、
社
会
的
な
共
鳴
を
確
保
で
き
る
か
と
い
う
点
と
、
死
に
ゆ
く
人
に
対
し
て
、
科
学
や
医
学
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る2
。
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死
に
つ
い
て
の
人
文
学
的
な
理
解
を
「
過
剰
解
釈
」
で
あ
る
と
し
て
遠
ざ
け
よ
う
と
し
て
い
た
科
学
が
、「
解
釈
の
欠
乏
」
と

い
う
疑
惑
に
対
し
、
自
ら
釈
明
す
る
時
が
来
た
の
で
あ
る
。「
美
し
い
別
れ
」
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
品
格
の
あ
る
死
に
関
す
る

社
会
的
、
倫
理
的
な
要
求
を
、
自
然
科
学
が
疎
か
に
し
て
き
た
た
め
に
、
臨
終
を
控
え
た
患
者
の
た
め
の
ホ
ス
ピ
ス
活
動
、
死
別

す
る
遺
族
に
対
す
る
死
へ
の
準
備
教
育
、
自
殺
予
防
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
人
間
的
、
人
文
学
的
な
配

慮
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
時
期
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
さ
に
韓
国
の
死
生
学
に
関
す
る
研
究
の
切
実
な
理
由
が
、
こ
こ
に
あ
る

の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
韓
国
的
な
死
生
学
の
土
台
を
構
築
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
私
が
参
加
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト3
が
推

進
し
て
き
た
「
ホ
モ
・
フ
マ
ニ
タ
ス
（H

om
o H

um
anitas

）4

の
死
生
学
」
構
築
の
可
能
性
を
中
心
に
据
え
考
察
し
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

二
．
国
内
外
の
死
生
学
研
究
の
動
向

死
生
学
（D

eath and Life Studies

）
は
、
死
を
直
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
死
の
意
味
を
吟
味
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
生
を
省
察
し
、

生
命
の
文
化
お
よ
び
価
値
を
完
全
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
総
合
的
な
学
問
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
死
を
通
し
て
生
を
省
察
す

る
た
め
、「
死
生
学
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
死
に
関
す
る
研
究
は
、
西
洋
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
現
在
日
本
や
台
湾
な
ど
の
東

ア
ジ
ア
国
家
で
は
、
重
要
な
学
問
分
野
と
し
て
研
究
、
教
育
さ
れ
て
い
る
。

西
洋
に
お
け
る
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
は
、
一
九
五
九
年
、
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
で
あ
る
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル

（H
erm

an Feifel

）
の
『T

he M
eaning of D

eath

』
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
広
く
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
い
で
文
学
、
哲
学
、

心
理
学
、
社
会
学
な
ど
多
様
な
領
域
で
、
死
に
脚
光
を
当
て
る
試
み
が
続
い
た
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
看
護
師
で
あ
り
、
内

科
医
で
あ
っ
た
シ
シ
リ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
（D

am
e C

icely M
ary Strode Saunders

）
は
、『C

are of the D
ying

』（
一
九
六
〇
年
）
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と
い
う
著
書
を
通
じ
て
、
現
代
医
学
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
の
重
要
性
を
強
調
し
、
ホ
ス
ピ
ス
運
動
に
対
す
る
一
般
人
の
関
心
を

集
め
た
。
同
じ
時
期
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
神
学
者
で
あ
り
、
小
説
家
で
も
あ
る
ル
イ
ス
（C

. S. Lew
is

）
は
、『A

 G
rief O

bserved

』

（
一
九
六
〇
年
）
と
い
う
作
品
を
執
筆
し
、
死
別
の
哀
し
み
に
関
す
る
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
で
あ
っ
た

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ゴ
ー
ラ
（G

eoffrey G
orer

）
は
、『T

he Pornography of D
eath

』（
一
九
六
三
年
）
と
い
う
著
書
に
お
い
て
、
死

の
問
題
を
現
代
社
会
の
問
題
と
し
、
そ
の
領
域
を
広
げ
た
。
社
会
学
の
分
野
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
で
あ
っ
た
タ
ル
コ
ッ

ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
（T

alcott P
arsons

）
が
、「D

eath in A
m

erican Society

」（
一
九
六
三
年
）
と
い
う
文
章
を
通
じ
て
、
技
術
や

医
薬
の
進
歩
が
死
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
分
析
し
、
哲
学
の
分
野
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
あ
る

ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ロ
ン
（Jacques C

horon

）
が
、『D

eath and W
estern T

hought

』（
一
九
六
三
年
）
と
『D

eath and M
odern 

M
an

』（
一
九
六
四
年
）
と
い
う
本
を
通
じ
て
、
死
の
恐
怖
と
不
滅
の
観
念
に
関
す
る
態
度
の
変
化
を
分
析
し
た
。
そ
の
他
に
、

ス
イ
ス
の
精
神
科
医
で
あ
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス

（Elizabeth K
ubler-R

oss

）
は
、『O

n D
eath and D

ying

』（
一
九
六
九
年
）

で
、
死
に
直
面
し
た
人
々
の
対
話
を
通
じ
て
、
死
に
ゆ
く
人
々
に
対
す
る
ケ

ア
の
方
法
に
つ
い
て
新
し
い
観
点
か
ら
接
近
し
た
が
、
こ
れ
は
タ
ナ
ト
ロ

ジ
ー
の
関
連
書
籍
と
し
て
は
初
め
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
一
般
大
衆
が

死
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
契
機
と
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以

降
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
は
エ
ド
ガ
ー
・
モ
ラ
ン
（Edgar M

orin

）
の
『
人
間

と
死
』（
一
九
七
〇
年
）、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
（Philippe A

ries

）
の

『
死
の
歴
史
』（
一
九
七
五
年
）
と
『
死
を
前
に
し
た
人
間
』（
一
九
八
五
年
）、

ケ
ニ
ス
・
Ｊ
・
ド
カ
、
ジ
ョ
ン
・
Ｄ
・
モ
ー
ガ
ン
（K

enneth J. D
oka and 

鄭孝雲氏
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John D
. M

organ

）
の
『
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
理
解
（
死
と
霊
性
）』（
一
九
九
三
年
）、
ベ
ル
ト
・
カ
イ
ゼ
ル
（B

ert K
eizer

）
の

『
死
と
と
も
に
ダ
ン
ス
を
』（
一
九
九
四
年
）、
ウ
リ
・
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
（U
li W

underlich

）
の
『
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
の
世
界
』

（
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
西
洋
に
お
け
る
死
生
学
研
究
は
、
医
学
、
文
学
、
社
会
学
、
哲
学
、
精
神
科
学
な
ど
、
多

様
な
領
域
で
研
究
さ
れ
て
お
り
、
死
そ
れ
自
体
に
関
す
る
研
究
だ
け
で
な
く
、
患
者
に
対
す
る
看
護
、
死
別
に
直
面
し
た
近
親
者

の
悲
し
み
に
対
す
る
関
心
や
配
慮
、
ホ
ス
ピ
ス
運
動
な
ど
の
実
践
的
な
分
野
に
至
る
ま
で
、
そ
の
領
域
を
拡
大
し
て
い
る
。

一
方
、
東
洋
に
お
け
る
死
に
つ
い
て
の
研
究
は
日
本
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
る
が
、
日
本
の
場
合
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
西
洋

の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
関
心
と
と
も
に
、
研
究
が
始
ま
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
で
あ
り
、
哲
学
者
で
も
あ
る
ド
イ
ツ
の

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
が
一
九
七
〇
年
代
に
日
本
に
移
住
し
、
上
智
大
学
教
授
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
代
に

死
生
学
と
死
へ
の
準
備
教
育
の
必
要
性
を
提
唱
し
た
こ
と
で
、
本
格
的
に
研
究
さ
れ
始
め
た
と
い
え
る
。
一
九
八
二
年
、
デ
ー
ケ

ン
は
「
生
と
死
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
近
親
者
と
死
別
す
る
人
々
と
と
も
に
哀
し
み
を
分
か
ち
合
う
「
生
と
死
を
考

え
る
会
」
を
創
立
し
た
（http://w

w
w

. seitosi.org/index.htm
l

）。
こ
の
会
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
「
生
と
死
を
考
え
る
会
全
国
協

議
会
」（http://w

w
w

2u.biglobe.ne.jp/~
shinai/seitoshi.htm

）
を
結
成
し
、
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
日
本
で
タ

ナ
ト
ロ
ジ
ー
が
一
般
人
に
普
及
す
る
契
機
と
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
成
果
は
デ
ー
ケ
ン
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。『
死
へ
の

準
備
教
育
』（
全
三
巻
、
一
九
八
六
年
）
と
『
生
と
死
の
教
育
』（
二
〇
〇
一
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
が
日

本
に
お
い
て
新
し
い
学
問
と
し
て
根
を
は
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

デ
ー
ケ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
は
、
西
欧
の
文
化
や
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
を
背
景
に
展
開
さ
れ
た
た
め
、
宗

教
的
、
神
学
的
な
要
素
が
強
く
、
死
に
つ
い
て
の
教
育
に
ば
か
り
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
提
起
さ
れ
始
め
た
。
つ

ま
り
、
日
本
人
の
死
生
観
や
歴
史
、
文
化
的
伝
統
に
基
づ
く
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
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る
。
こ
れ
に
対
し
、
東
京
大
学
で
は
、
日
本
政
府
（
文
部
科
学
省
）
の
支
援
の
下
、
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
に
死
生
学
研
究

室
（http://w

w
w

.l.u-tokyo.ac.jp/shiseigaku/

）
を
作
り
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
死
生
学
の
構
築
」、

二
〇
〇
七
年
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
死
生
学
の
展
開
と
組
織
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
療
と
人
文
、
社
会
の
融

合
的
研
究
を
進
め
た
。
関
連
す
る
研
究
者
の
招
聘
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
数
多
く
開
催
す
る
の
と
平
行
し
て
、『
死
生
学
研
究
』

（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
に
十
三
号
出
版
）
と
い
う
機
関
誌
と
『
死
生
学
』（
五
巻
、
二
〇
〇
八
年
）
ほ
か
二
十
一
冊
の
単
行
本
を

刊
行
し
て
い
る
。

東
京
大
学
の
死
生
学
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
（T

hanatology

）
を
、
西
洋
の
死
に
つ
い
て
の
教
育

（death studies

／death education

）
と
差
別
化
し
、
死
生
学
（death and life studies

）
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
西

洋
の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
が
主
に
霊
性
に
基
づ
く
死
へ
の
準
備
教
育
と
人
間
心
理
の
精
神
的
な
側
面
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
と
は
反

対
に
、
日
本
の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
は
西
洋
の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
基
本
的
な
要
素
を
受
容
し
つ
つ
、
生
命
倫
理
の
問
題
ま
で
も
含
め
る

こ
と
で
、
研
究
対
象
の
外
枠
を
広
げ
た
点
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
三
年
に
死
生

学
研
究
所
が
開
設
さ
れ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
研
究
の
成
果
と
し
て
『
死
生
学
年
報
』
が
継
続
的
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
明
治
大

学
で
も
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
死
生
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

台
湾
の
場
合
、
死
生
学
に
関
す
る
研
究
は
、
台
湾
の
哲
学
者
で
あ
り
思
想
家
の
傅
偉
勳
教
授
が
、
ア
メ
リ
カ
の
「
タ
ナ
ト
ロ

ジ
ー
（
死
亡
学
）」
概
念
を
紹
介
し
て
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
彼
は
『
死
亡
的
尊
嚴
與
生
命
的
尊
嚴―

從
臨
終
精
神
醫
學 

到
現
代
生
死
學―

』（
一
九
九
三
年
）
と
い
う
著
書
で
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
に
哲
学
、
宗
教
学
、
心
理
学
、
文
化
人
類
学
的
側
面

だ
け
で
な
く
、
精
神
医
学
・
精
神
治
療
な
ど
の
医
学
的
観
点
か
ら
学
際
的
に
接
近
し
た
。
そ
の
結
果
、
科
学
ま
で
も
関
連
づ
け

た
学
際
的
融
合
と
い
う
観
点
か
ら
死
の
問
題
に
つ
い
て
接
近
し
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
の
現
代
的
意
義
を
導
き
出
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
「
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
」
研
究
の
成
果
を
一
歩
進
め
た
だ
け
で
な
く
、「
生
と
死
は
分
け
ら
れ
な
い
」
と
い
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う
仏
教
的
な
死
生
観
を
接
木
し
て
生
と
死
の
問
題
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
の
代
わ
り
に
「
生
死
学

（Life-and-D
eath Studies

）」
と
い
う
用
語
が
提
案
さ
れ
た
。
以
来
、
台
湾
で
は
死
生
学
が
、「
生
死
学
」
と
い
う
用
語
で
定
着
し

始
め
た
。
彼
の
研
究
が
基
礎
と
な
り
、
現
在
台
湾
の
各
大
学
に
生
死
学
関
連
の
教
育
課
程
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
華

大
学
生
死
学
研
究
所
（http://w

w
w

.lifeanddeath.net/index.php

）
も
、
定
期
的
に
関
連
の
単
行
本
『
生
死
学
研
究
』（
二
〇
一
〇

年
現
在
十
巻
）
シ
リ
ー
ズ
と
学
会
誌
『
生
死
学
通
迅
』
二
〇
一
〇
年
現
在
十
三
巻
）
を
刊
行
し
、
活
発
な
研
究
を
進
め
て
い
る
。

嶺
南
大
学
哲
学
系
で
も
、
死
生
学
（http://w

w
w

.ln.edu.hk/philoso/life_death

）
を
開
設
し
、
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
お
い
て
も
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
教
育
と
と
も
に
、
死
生
学
研
究
が
高
い
比

重
で
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
韓
国
の
場
合
、
死
生
学
研
究
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
西
洋
の
死
亡
学
と
日
本
の
死
生
学
を
受
け
入
れ
、
部
分
的

に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
九
九
九
年
、
乙
支
大
学
に
葬
礼
指
導
学
科
（http://dept.eu.ac.kr/M

ortuary/

）、
東

国
大
学
仏
教
大
学
院
に
生
死
儀
礼
専
攻
が
開
設
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
は
大
田
保
険
大
学
に
葬
礼
指
導
科
（http://funeral.hit.

ac.kr/

）
が
認
可
さ
れ
た
。
そ
の
他
二
〇
〇
四
年
に
は
徐
羅
伐
大
学
に
葬
礼
サ
ー
ビ
ス
経
営
科
（http://fun.sorabol.ac.kr/

）
な
ど

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
設
置
学
科
と
専
攻
は
、
主
な
教
科
内
容
が
葬
礼
と
仏
教
儀
礼
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
死
生
学
研
究
と
み
る
の
は
難
し
い
。
最
近
の
動
向
を
み
る
と
、
二
〇
〇
一
年
、
東
義
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
は
「
死

と
文
化
」
と
い
う
学
術
発
表
会
を
開
き
、
二
〇
〇
二
年
に
は
そ
れ
ら
の
論
文
を
集
め
て
『
死
と
文
化
』
と
い
う
学
術
誌
を
発
行

し
、
死
の
問
題
に
つ
い
て
、
研
究
所
単
位
で
人
文
学
的
観
点
の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
を
進
め
た
。
ま
た
、
東
亜
大
学
人
文
学
研
究

所
生
命
文
化
研
究
チ
ー
ム
で
は
、
二
〇
〇
二
年
「
韓
国
人
の
死
観
と
生
命
倫
理
、
生
命
観
と
胚
芽
複
製
倫
理
」
な
ど
を
主
題
と

し
て
、
死
と
生
命
倫
理
に
つ
い
て
理
論
的
考
察
を
進
め
た5
。
二
〇
〇
四
年
に
は
翰
林
大
学
の
吳
進
鐸
教
授
が
「
生
死
学
研
究
所
」

（http://w
w

w
.huspc.or.kr

）
を
設
立
し
、
哲
学
的
な
観
点
か
ら
自
殺
予
防
と
死
に
つ
い
て
の
教
育
に
関
与
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
西
洋
の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
お
よ
び
日
本
の
死
生
学
に
お
け
る
研
究
方
法
や
内
容
を
受
容
し
て

は
い
る
が
、
韓
国
的
な
文
化
伝
統
と
韓
国
人
の
死
生
観
に
合
っ
た
研
究
対
象
や
方
法
を
探
究
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
達
し
て
い
な

い
上
に
、
人
文
学
的
な
側
面
か
ら
の
接
近
方
法
に
偏
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ま
だ
死
生

学
と
生
命
倫
理
の
定
義
や
境
界
も
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
に
は
、

「
韓
国
死
学
会
」（http://w

w
w

.kathana.or.kr/

）
が
創
設
さ
れ
た
が
、
死
の
現
象
に
対
す
る
生
物
学
的
、
医
学
的
探
究
を
基
盤
と

す
る
学
際
的
で
実
践
的
な
融
合
死
生
学
研
究6
は
、
進
展
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

三
．
死
生
観
と
死
生
学

タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
（T

hanatology

）
は
タ
ナ
ト
ス
（
死
）
の
ロ
ゴ
ス
（
学
問
）
と
い
う
意
味
でdeath studies

／death education

な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
語
に
直
訳
す
れ
ば
死
学
、
死
亡
学
、
死
の
学
問
と
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、
ま
だ
そ
の
研
究
領
域
は

確
立
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
河
野
と
平
山7

に
よ
る
と
「
生
死
学
」
と
翻
訳
す
る
場
合
は
、
医
療
、
福
祉
、
心
理
、
教
育

な
ど
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
ア
専
門
職
に
よ
る
看
護
や
介
護
を
中
心
と
し
て
、「
生
」
に
重
点
を
置
い
て
死
を
考
察
す
る
の
に
対
し
、

「
死
生
学
」
と
翻
訳
さ
れ
る
場
合
は
、
哲
学
や
宗
教
学
の
観
点
か
ら
、「
死
」
に
重
点
を
置
い
て
現
在
の
生
の
方
式
を
考
察
し
よ
う

と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
区
分
法
も
未
だ
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

問
題
は
、「
生
死
学
」
と
翻
訳
し
よ
う
が
「
死
生
学
」
と
理
解
し
よ
う
が
、
議
論
の
核
心
に
は
、
生
命
体
と
し
て
の
「
人
間
」

と
い
う
属
性
と
、「
時
間
」
や
「
空
間
」
と
い
う
観
念
が
内
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
も
生
命
体
で
あ
る
た
め
、

成
長
期
、
停
滞
期
を
経
て
死
滅
期
に
移
行
す
る
ほ
か
な
い
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
生
者
必
滅
」
の
有
限
の
生
命
体
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
い
つ
訪
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
死
に
つ
い
て
恐
れ
、
否
定
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
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る
が
、
そ
の
実
、
自
分
の
死
は
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
自
分
の
経
験
で
き
る
死
は
、
他
人
の
死
だ
け
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ウ
ィ
ッ
チ
は
、
死
を
人
称
別
に
分
類
し
、
私
の
死
を
一
人
称
の
死
、
家
族
の
よ
う
な
親
密
な
人
の
死
を
二
人
称
の

死
、
他
人
の
死
を
三
人
称
の
死
と
分
け
た8
。
こ
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
一
人
称
の
死
は
経
験
で
き
な
い
主
観
的
領
域
で
あ
る
た
め
、

自
ら
の
死
に
つ
い
て
不
安
や
恐
怖
、
嫌
悪
と
い
う
様
々
な
感
情
を
招
い
た
り
、
死
後
に
対
す
る
想
像
力
を
喚
起
す
る
と
い
う
。
二

人
称
の
死
は
、
自
分
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
は
他
人
で
あ
る
が
、
自
分
と
と
て
も
密
接
で
切
り
離
せ
な
い
人
の
死
で
あ
る
た

め
、
他
人
と
な
り
得
ず
、
対
象
化
さ
え
難
し
い
た
め
、
喪
失
の
衝
撃
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
三
人
称
の
死
は

自
分
に
客
観
的
に
対
象
化
さ
れ
て
い
る
、
自
分
と
は
直
接
的
に
関
係
の
な
い
死
、
い
う
な
ら
ば
私
に
と
っ
て
他
人
事
の
死
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
三
人
称
の
死
は
突
き
詰
め
て
ゆ
く
と
死
体
と
し
て
対
象
化
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
解
剖
の
対
象
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
一
つ
二
つ
と
数
え
ら
れ
る
ゆ
え
に
物
で
も
あ
る
。
私
た
ち
が
死
を
認
識
の
対
象
と
し
て
扱
お
う
と
す
る
と
き
、
死

は
三
人
称
化
さ
れ
て
い
る
。
三
人
称
と
し
て
の
死
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
死
は
知
識
と
な
り
、
あ
る
い
は
情
報
と
な
り
、
私

た
ち
に
共
有
可
能
と
な
る
の
で
あ
る9
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
時
、
死
生
観
と
は
、
三
人
称
の
死
を
通
し
て
知
識
化
さ
れ
、
情
報
化
さ
れ
た
死
を
通
じ
て
形
成
さ

れ
た
普
遍
的
な
観
念
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
死
に
対
す
る
東
洋
と
西
洋
の
観
念
は
、
歴
史
や
伝
統
、
文
化
、
民
族
性
な
ど
に
加
え

て
、
宗
教
的
な
差
異
に
よ
っ
て
、
そ
の
形
成
と
展
開
の
様
相
に
違
い
を
み
せ
て
き
た
。
西
洋
人
の
死
生
観
に
多
く
の
影
響
を
与
え

た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
人
間
は
造
物
主
で
あ
る
神
に
よ
っ

て
創
造
さ
れ
た
永
世
の
被
造
物
で
あ
っ
た
が
、
神
に
逆
ら
っ
て
犯
し
た
罪
の
た
め
に
、
死
な
ざ
る
を
得
な
い
存
在
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
死
は
、
神
が
与
え
た
刑
罰
と
看
做
さ
れ
、
死
と
は
、
霊
魂
と
肉
体
の
分

離
に
過
ぎ
ず
、
復
活
、
永
世
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
死
生
観
が
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
復
活
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、

死
は
、
霊
魂
が
審
判
の
日
を
待
ち
な
が
ら
眠
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
死
と
は
、
生
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の
最
後
で
は
な
く
、
新
た
な
生
の
始
ま
り
と
な
る
。
つ
ま
り
、
再
臨
と
審
判
を
通
し
て
、
永
世
の
死
後
の
世
界
（
天
国
）
へ
向
か

う
た
め
に
、
死
を
準
備
し
、
受
容
し
よ
う
と
す
る
観
念
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

東
洋
人
の
死
生
観
に
は
、
儒
家
、
儒
教
、
道
家
、
道
教
、
仏
教
な
ど
の
思
想
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た
め
、
西
洋
よ
り
多

様
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
儒
家
に
お
け
る
死
生
観
に
お
い
て
は
、
孔
子
が
「
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
い
ず
く
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
や
」

（『
論
語
』
先
進
編
）
と
弟
子
の
季
路
に
答
え
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
死
を
、
人
間
と
し
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自
然
現

象
、
つ
ま
り
天
命
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
は
生
き
て
い
る
間
は
人
間
で
あ
る
が
、
死
ね
ば
鬼
神
に
な
る
と
考
え
た
。

そ
の
た
め
、
孔
子
に
代
表
さ
れ
る
儒
家
の
死
生
観
に
お
い
て
は
、
鬼
神
よ
り
も
人
間
、
死
よ
り
も
生
に
つ
い
て
話
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
を
通
じ
て
死
に
答
弁
し
た
と
解
釈
で
き
る11
。
ま
た
、
儒
教
は
死
を
礼
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
実
践
的
な
生
を

重
視
す
る
道
徳
主
義
的
で
人
本
主
義
的
な
死
生
観
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

老
荘
思
想
に
代
表
さ
れ
る
道
家
は
、
死
を
道
と
し
て
解
釈
し
た
た
め
、
自
然
主
義
的
死
生
観
で
あ
る
と
い
え
る
の
に
対
し
、
道

教
は
、
死
を
生
の
終
わ
り
と
考
え
た
た
め
、
長
生
の
神
仙
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
世
俗
的
、
大
衆
的
死
生
観
で
あ
る
と
い
え
る
。

老
子
の
「
善
く
生
を
摂
す
る
者
」、
荘
子
の
「
至
人
」
な
ど
、
生
死
を
超
越
す
る
神
秘
現
象
は
、
精
神
的
な
側
面
を
説
明
す
る
た

め
の
神
話
的
比
喩
で
あ
っ
た
が
、
後
代
の
道
教
で
は
こ
れ
を
肉
体
的
な
も
の
と
受
け
入
れ
、
各
種
の
不
老
長
生
の
方
術
を
全
力
で

模
索
し
た
た
め
、
老
子
や
荘
子
が
樹
立
し
た
水
準
の
高
い
道
家
の
生
死
観
は
、
現
実
的
な
欲
望
を
渇
望
す
る
、
早
急
な
道
教
の
生

死
観
に
屈
折
し
た
と
い
え
る11
。

仏
教
は
、
悟
り
を
開
い
た
者
で
あ
る
仏
陀
が
語
っ
た
教
え
、
あ
る
い
は
自
ら
解
脱
す
る
た
め
の
教
え
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
へ
の
帰
依
を
目
的
と
し
な
い
た
め
、
来
世
観
を
有
す
る
と
は
言
い
難
い
。
生
死
に
関
す
る
仏
陀
の

教
え
で
は
、
不
滅
の
霊
魂
が
来
世
で
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
見
方
は
常
見
で
あ
り
、
肉
体
の
死
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
終
わ
る
と
い

う
見
方
は
断
見
で
あ
る
た
め
、
矛
盾
し
た
ふ
た
つ
の
見
解
を
捨
て
、
中
道
で
あ
る
縁
起
説12
に
基
づ
く
死
生
観
を
有
す
る
と
考
え
ら
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れ
る
。
つ
ま
り
、
生
が
死
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
輪
廻
を
通
し
て
繋
が
る
た
め
、
生
と
死
は
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
「
生
死
一

如
」
の
観
念
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
死
に
関
す
る
死
生
観
は
、
宗
教
的
思
想
に
基
づ
い
た
人
文

学
的
領
域
の
観
点
か
ら
扱
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

結
局
、
西
洋
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教
の
復
活
や
天
国
と
い
う
観
念
が
根
底
に
あ
る
た
め
、
死
に
対
し
て
よ
り
柔
軟
な
思
考
を
形

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、
東
洋
の
場
合
、
儒
教
、
仏
教
、
道
教
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
死
よ
り
は
現
世
的
な
生
に
大
き

な
比
重
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
、
哲
学
的
な
背
景
の
違
い
に
よ
っ
て
、
西
洋
の
場
合
、
死
の
問
題

に
お
い
て
、
死
を
直
視
し
、
積
極
的
に
解
釈
し
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
条
件
が
文
化
的
、
精
神
的
基
層
を
形
成
し
て
お
り
、

「
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
（T

hanatology

）」
が
「
死
の
準
備
教
育
（death studies

／death education

）」
と
い
う
観
点
か
ら
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
東
洋
の
場
合
、
死
と
同
様
に
生
を
重
視
す
る
生
命
思
想
史
的
な
流
れ
に
よ
っ
て
、

「T
hanatology

」
を
「
生
死
学
」
あ
る
い
は
「
死
生
学
」
と
解
釈
し
、
接
近
し
よ
う
と
努
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

前
近
代
に
お
け
る
死
は
、
神
と
自
然
の
領
域
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
観
念
で
あ
る
た
め
に
、
人
間
が
判
断
し
、
介
入
で
き

る
範
囲
が
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、
近
代
以
降
、
医
学
や
科
学
的
な
診
断
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
疾
病
の
診
断
や

治
療
が
ほ
と
ん
ど
病
院
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
次
第
に
病
院
で
死
を
迎
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
三
人
称
他

者
で
あ
る
医
師
に
よ
っ
て
死
が
予
断
さ
れ
、
決
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
。
従
っ
て
、
人
の
死
は
家
族
構
成
員
の
問
題
か
ら

社
会
構
成
員
の
問
題
へ
と
移
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
と
と
も
に
、
病
院
で
死
ぬ
人
々
に
対
す
る
関
心
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
看
護
や
ホ
ス
ピ
ス
問
題
だ
け
で
な
く
、

死
別
の
哀
し
み
に
直
面
し
た
家
族
に
対
す
る
精
神
的
な
ケ
ア
の
必
要
性
も
あ
わ
せ
て
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
社
会
的
な
必
要
性
に
よ
り
、
西
欧
社
会
で
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
ホ
ス
ピ
ス
運
動
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
別
の
側
面
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
前
近
代
に
お
け
る
東
・
西
洋
の
死
生
観
や
来
世
観
の
差
異
は
、
西
欧
列
強
の
東
ア
ジ
ア
地
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域
へ
の
勢
力
拡
大
や
、
東
ア
ジ
ア
国
家
の
西
欧
文
物
の
受
容
と
い
う
時

代
的
な
流
れ
を
受
け
て
、
東
洋
の
死
生
観
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
的

思
想
が
次
第
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
近
代
を
経
て
、

産
業
化
や
核
家
族
化
と
い
う
社
会
的
現
象
が
進
行
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
価
値
観
や
倫
理
観
、
科
学
や
医
療
技
術
の
発
達
に

よ
っ
て
、
死
に
対
す
る
多
様
な
解
釈
や
他
者
的
な
観
点
か
ら
死
の
経
験

を
直
視
す
る
こ
と
が
増
え
た
と
い
え
る
。

三
人
称
他
者
の
死
に
対
す
る
解
釈
と
観
点
は
、
個
人
の
生
命
と
死
に

関
す
る
価
値
判
断
と
意
思
決
定
の
問
題
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
つ
ま

り
、
高
齢
化
と
生
命
延
長
に
よ
る
安
楽
死
や
尊
厳
死
に
対
す
る
解
釈
の

問
題
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
臓
器
移
植
決
定
の
先
行
条
件
と
し

て
の
心
臓
死
、
脳
死
な
ど
の
判
断
基
準
を
め
ぐ
る
生
命
倫
理
問
題
の
み

な
ら
ず
、
代
理
母
や
ク
ロ
ー
ン
胚
な
ど
の
問
題
と
し
て
も
展
開
さ
れ
得

る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
現
在
の
死
生
学
は
、

臨
床
死
生
学
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
死
生
学
誕
生
の
根
底
に

は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
、
文
化
的
、
宗
教
的
、
哲
学
的
な
ど
の
人
文

学
問
が
背
景
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
い
う
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。
以
上
で
検
討
し
た
東
西
の
死
生
学
の
比
較
を
図
式
化
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
図
1
）13
。

図 1　東西の死生学展開の比較図

前近代 近代 現代

死生観
（創造的）

宗教観
（キリスト教
イスラム教）

死生観
（自然的）

宗教観
（儒仏道教）

葬送
儀礼

来世観

葬送
儀礼

来世観

神学
（キリスト教）

科学技術の発達

産業化

核家族

医療技術の発達
死の予測　死への準備教育

（看護／ホスピス／死別

代理母／クローン胚）

生命の延長
臓器移植／心臓死／脳死

高齢化
安楽死／尊厳死

（無意味な延命治療の中断）

生命倫理

家庭における死
家族構成員の問題

病院における死
社会構成員の問題

△
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四
．「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
の
研
究
領
域

死
に
関
す
る
研
究
は
生
命
科
学
、
医
科
学
的
な
探
求
の
土
台
の
上
で
文
化
、
歴
史
、
哲
学
、
社
会
、
宗
教
な
ど
多
様
な
観
点
の

探
求
を
融
合
す
る
新
し
い
探
求
方
法
を
必
要
と
す
る14

と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
死
生
学
の
研
究
領
域
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
島
薗
に
よ
れ
ば
、「
死
生
学
が
探
究
し
よ
う
と
す
る
領
域
は
、『
死
に
ゆ
く
過
程
と
そ
の
看
取
り
』、

『
喪
失
と
喪
の
仕
事
』、『
葬
送
と
慰
霊·

追
悼
』、『
死
者
と
と
も
に
あ
る
こ
と
の
文
化
』、『
死
生
観
の
歴
史
と
比
較
』
な
ど
は
明

確
に
そ
の
範
囲
に
入
れ
る
。
さ
ら
に
、
生
命
倫
理
の
問
題
の
か
な
り
の
部
分
は
死
生
学
と
重
な
り
あ
っ
て
く
る
。
尊
厳
死
や
脳
死

の
定
義
、
自
殺
に
関
わ
る
諸
問
題
は
当
然
含
ま
れ
く
る
が
、
生
殖·

中
絶·

出
産
に
関
わ
る
生
命
倫
理
問
題
な
ど
も
死
生
観
と
関

わ
り
が
深
い15
」
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
は
、
今
日
の
医
療
技
術
の
発
展
に
よ
る
人
間
の
死
に
対
す
る
医
療
権
力
の
関
与

や
批
判
か
ら
出
発
し
た
が
、
西
洋
の
場
合
、
ホ
ス
ピ
ス
や
死
へ
の
教
育
に
重
点
を
置
く
方
向
に
展
開
し
た
の
に
対
し
、
東
洋
の
場

合
は
生
命
と
生
命
倫
理
を
含
む
生
死
学
あ
る
い
は
死
生
学
と
し
て
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
前
者
の
場
合
、
西
洋

の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
文
化
伝
統
や
神
学
的
な
観
点
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
後
者
の
場
合
、
儒
教
、
仏
教
、
道
教
な
ど
の
東
洋
的
な

観
点
の
生
命
観
ば
か
り
が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
来
の
意
味
で
の
死
に
関
す
る
洞
察
が
欠
如
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
宗
教
的
、
哲
学
的
で
あ
り
、
理
論
的
な
観
念
に
お
け
る
死
と
、
生
物
学
的
、
医
学
的
か
つ
現
象
的
で
実

体
的
な
死
に
対
す
る
、
相
互
理
解
の
溝
を
狭
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
死
の
定
義
は
空
虚
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

死
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
の
か
と
い
う
議
論
は
生
物
学
的
、
医
学
的
な
領
域
が
関
与
す
る
部
分
が
大
き
い
と
い
え
る
。
死
は

法
律
書
で
は
生
命
の
停
止
、
す
な
わ
ち
血
液
循
環
の
全
面
的
な
停
止
お
よ
び
呼
吸
、
脈
拍
の
よ
う
な
動
物
的
な
生
存
機
能
の
停
止

な
ど
、
医
師
に
よ
っ
て
判
定
で
き
る
生
命
の
終
息
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
死
に
対
す
る
判
定
は
大
き
く
心
臓
停
止
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説
、
脳
死
説
、
細
胞
死
説
に
わ
け
ら
れ
る16
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
も
や
は
り
容
易
に
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
ず
、
人
間
を
生
物
学
的
に
捉
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
他
の
生
物
と
区
別
し
て
捉
え
る
の
か
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
前
者
は
自
然
科
学
の
観
点
で
あ
り
、
後
者
は
人
文
学
的
な
観
点
で
あ
る
。
生
物
学
的
に
み
る
場
合
に
も
、
単
細
胞
の
死
を

基
準
と
す
る
の
か
、
多
細
胞
の
死
を
も
っ
て
死
と
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
多
細
胞
の
場
合
、
一

部
の
組
織
や
器
官
、
器
官
系
の
喪
失
を
死
と
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
も
提
起
で
き
る
。
医
学
的
な
領
域
で
も
西
洋
医
学
の
観
点

か
ら
み
る
の
か
、
東
洋
医
学
や
韓
医
学
の
観
点
で
死
を
定
義
す
る
の
か
に
よ
っ
て
違
い
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
東
洋
医
学
で
は

人
間
を
自
然
と
結
び
付
け
て
お
り
、
自
然
を
天
地
と
い
う
両
面
か
ら
見
る
の
で
人
間
と
天
・
地
は
い
つ
も
気
が
交
流
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
生
と
死
は
わ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
死
の
な
い
生
は
存
在
し
な
い
し
、
ま
た
死
が
な
け
れ
ば
生
も
な

く
な
る
。
天
地
と
人
間
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
個
人
の
生
命
か
ら
天
地
の
生
命
に
も
ど
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
個
人
が
生
ま
れ
死

ん
で
も
生
命
全
体
は
増
減
し
な
い
。
ま
た
、
死
は
瞬
間
的
な
事
件
で
は
な
く
、
過
程
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
過
程
の
中
で
ど
の
瞬

間
を
個
人
の
死
と
み
る
の
か
と
い
う
の
が
問
題
に
な
る17
。
西
洋
医
学
の
場
合
は
脳
死
を
死
と
み
る
の
か
、
心
臓
の
停
止
や
呼
吸
の

停
止
な
ど
を
死
と
み
る
の
か
な
ど
の
多
様
な
議
論
や
意
見
の
集
約
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
、

安
楽
死
や
尊
厳
死18
、
脳
死
、
臓
器
提
供
、
堕
胎
、
代
理
母
、
ク
ロ
ー
ン
胚
な
ど
の
生
命
倫
理
に
関
す
る
定
義
を
下
す
の
は
困
難
で

あ
ろ
う
。

た
と
え
多
く
の
議
論
を
経
て
、
死
に
対
す
る
自
然
科
学
的
な
定
義
が
下
さ
れ
、
判
断
の
基
準
が
作
ら
れ
た
と
し
て
も
、
死
を
前

に
し
た
人
や
家
族
、
死
別
し
た
家
族
に
対
す
る
心
理
的
、
精
神
的
配
慮
や
苦
痛
の
緩
和
、
治
療
な
ど
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
同

時
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ホ
ス
ピ
ス
を
通
じ
て
死
の
受
容
や
準
備
を
助
け
る
た
め
に
は
、
宗
教
的
な
接
近

方
法
の
提
示
と
と
も
に
、
個
人
が
属
し
て
い
る
地
域
や
民
族
の
伝
統·

文
化·
歴
史
な
ど
に
関
す
る
情
報
の
教
育
や
提
供
も
必
要

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
死
生
学
は
、
死
の
準
備
教
育
と
ホ
ス
ピ
ス
を
基
盤
と
す
る
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
と
、
生
命
倫
理
や
自
殺
予
防
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を
中
心
と
す
る
生
命
学
と
、
国
家
や
民
族
の
死
生
観
に
立
脚
し
た
学

問
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
自
然
科
学
的
立
場
に
お
け
る
死

に
関
す
る
定
義
を
基
本
に
し
た
上
で
、
人
文
学
的
な
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー

教
育
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
近
代
の
道
具
的
理
性
を
始
め
と
す
る
病
理
現
象
や
科
学
還
元
主

義
の
非
人
間
化
傾
向
を
批
判
的
に
省
察
す
る
と
同
時
に
、
完
全
な
死

生
観
を
規
定
す
る
必
要
性
を
提
示
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
が

追
求
す
る
目
標
、
つ
ま
り
、
死
の
現
象
に
関
す
る
問
題
を
、
学
際
的

な
探
究
方
法
を
通
じ
て
、
死
と
生
、
そ
し
て
生
命
現
象
に
関
す
る
自

然
科
学
の
総
体
的
な
洞
察
や
人
文
学
的
な
統
一
性
を
志
向
す
る
、
新

し
い
普
遍
学
と
し
て
の
「
死
生
学
」
を
定
立
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
前
提
と
し
て
、
我
々
が
追
求
し
よ
う
と

す
る
韓
国
的
な
死
生
学
で
あ
る
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
の
概

念
を
図
式
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
図
2
）。

と
こ
ろ
で
、
次
に
、
こ
の
よ
う
に
提
示
し
た
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス

死
生
学
」
を
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
研
究
し
、
教
育
す
べ
き
か
と
い

う
問
題
が
生
じ
る
。
生
と
死
を
キ
リ
ス
ト
教
的
な
観
念
で
み
る
な
ら

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
と
理
解
で
き
る
た
め
、
生
と
死
は
異
な

図 2　「ホモフマニタス死生学」の研究領域の概念図

ホモフマニタス死生学

タナトロジー学 死生観 生命学

死の準備教育 ホスピス 生命倫理 自殺予防

個人の
準備教育

死別の
準備教育

地域 民族 宗教

ターミナル・ケア メンタル・ケア 安楽死・尊厳死

脳死・臓器提供

堕胎・代理母 クローン胚
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る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
生
と
死
が
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
生
死
一
如
の
仏
教
的
観
念
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
同
一
も
の

で
あ
り
、
繰
り
返
し
循
環
す
る
過
程
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
が
生
物
の
個
体
的
観
点
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
は
個

体
群
、
全
体
的
観
点
を
指
す
も
の
と
い
え
る
。
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
生
物
は
成
長
期
と
停
滞
期
を
経
て
、
死
滅
期
へ
移
行
す
る
。

こ
れ
が
個
体
的
観
点
に
お
け
る
生
と
死
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
個
体
群
や
種
の
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
生
と
死
は
と
も
に
生
ま

れ
、
成
長
期
を
経
て
停
滞
期
に
至
る
と
、
自
分
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
複
製
し
、
種
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
。
生
物
学
的
な
観
点
か
ら
説
明

す
る
な
ら
ば
、「
生
物
は
、
特
定
の
遺
伝
物
質
を
細
胞
と
い
う
構
造
物
内
に
保
管
し
、
物
質
代
謝
を
通
し
て
生
長
し
、
周
辺
の
環

境
に
対
し
て
反
応
し
、
最
適
な
状
態
で
維
持
し
よ
う
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
こ
の
よ
う
な
特
性
を
子
孫
に
遺

し
、
子
孫
を
生
産
す
る
」
と
い
え
る19
。
つ
ま
り
、
生
物
は
恒
常
性
や
同
種
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
増
殖
を
通
し
て
、
自
ら
の
種
を
保
存
す
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
種
の
保
存
の
た
め
の
生
命
的
循
環
活
動
に
関
し
て
、
人
間
も
例
外
で
は
な
い
。
生
物
学
や
人
類
学
で
は
、
人
間
と

動
物
の
差
異
を
、
二
次
的
な
道
具
使
用
や
火
の
使
用
に
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
個
人
的
な
意
見
で
は
、
両
者
間
の
差

異
は
、
生
存
の
た
め
に
母
体
か
ら
習
得
す
る
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
多
様
な
教
育
方
法
を

開
発
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
死
に
関
す
る
教
育
は
、
成
長
期
や
停
滞
期
、
死

滅
期
全
体
を
通
じ
て
教
育
す
る
の
で
は
な
く
、
該
当
す
る
時
期
に
見
合
っ
た
教
育
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
成
長
期
に
あ
る

小
、
中
、
高
校
生
の
教
育
に
お
い
て
は
、
哲
学
、
倫
理
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
人
文
学
を
基
本
と
す
る
生
命
教
育
や
自
殺
予
防
教

育
が
、
停
滞
期
で
あ
る
大
学
生
や
成
人
に
対
し
て
は
倫
理
、
社
会
福
祉
、
看
護
、
臨
床
な
ど
の
人
文
社
会
学
を
基
本
と
す
る
生
命

倫
理
教
育
や
ホ
ス
ピ
ス
教
育
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
死
滅
期
を
控
え
た
老
年
層
に
は
医
学
、
宗
教
、
文
化
、
心
理
な
ど
の
関
連
学

問
を
基
本
と
す
る
死
や
死
別
の
準
備
教
育
を
行
う
の
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
教
育
を
断
絶
的
に
行
う
の
で

は
な
く
、「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
が
追
求
し
て
い
る
共
同
の
善
、
憐
憫
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
内
容
を
も
っ
て
相
互
補
完
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的
な
連
関
性
を
保
ち
な
が
ら
教
育
す
る
こ
と
が
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
検
討
し
た
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
の
教
育
関
連
の

図
式
を
提
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
図
3
）。

五
．
実
践
学
と
し
て
の
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」

以
上
の
よ
う
な
理
論
的
な
検
討
を
基
盤
に
し
て
、
こ
の
章
で
は
韓
国

的
な
死
生
学
す
な
わ
ち
、
実
践
学
と
し
て
の
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生

学
」
を
構
築
す
る
た
め
に
調
査21
し
た
基
礎
資
料
を
見
な
が
ら
、
現
代
韓

国
の
若
者
が
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必

要
性21
と
ホ
ス
ピ
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識22
を
も
っ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る23
。

ま
ず
、
釜
山·

慶
南
地
域
の
大
学
生
を
対
象
と
し
て
、
死
に
対
す
る

認
識
と
韓
国
型
死
生
学
で
あ
る
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
が
大

学
教
育
で
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
た
。
そ

の
結
果
、
大
学
生
の
死
の
体
験
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
、
大
多

数
（
七
十
五
・
二
％
）
が
家
族
及
び
周
辺
の
人
々
の
死
を
体
験
し
た
こ

と
が
あ
り
、
死
を
迎
え
る
自
分
の
姿
に
つ
い
て
も
五
十
四
・
七
％
が
想

図 3　「ホモフマニタス死生学」教育関連図

ホモフマニタス死生学の地形図

生命教育／自殺予防教育
人文学に基づいた教育
哲学、倫理、歴史、文学

共同善
小・中・高校教育

生命倫理教育／ホスピス教育
人文社会学に基づいた教育
倫理、社会福祉、看護、臨床

憐憫
大学教育・成人教育

死／死別への準備教育
死生学に基づいた教育
医学、宗教、文化、心理

人間の尊厳
生涯教育

生＞死 生＝死 生＜死

成長期 停滞期 死滅期

DNA複製
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生／死
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像
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
。
ま
た
女
子
学
生
の
方
が
男
子
学
生
よ
り
死
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

予
想
寿
命
は
平
均
八
十
三
・
一
四
歳
で
あ
っ
た
。
死
に
接
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
、
新
聞
、
本
、

マ
ン
ガ
と
い
う
順
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
場
合
、
男
子
学
生
た
ち
の
利
用
率
が
か
な
り
高
い
。
こ
の
こ
と
は
今

後
の
死
の
教
育
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
有
効
性
を
示
し
て
い
る
。
被
調
査
者
の
多
く
が
自
分
の
余
生
の
た
め
の
死
の
準
備
教
育
が

必
要
で
あ
る
と
回
答
し
、
成
人
期
以
後
に
教
育
を
受
け
る
の
が
相
応
し
い
と
答
え
た
。

具
体
的
な
教
育
内
容
と
し
て
は
心
理
学
的
側
面
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
回
答
が
多
く
、
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
性
別
に

よ
る
意
見
の
差
が
見
ら
れ
た
。
死
の
準
備
教
育
の
場
合
、
専
門
家
に
よ
る
講
義
及
び
討
議
形
式
が
最
も
好
ま
し
い
と
さ
れ
、
遺
書

や
臓
器
提
供
の
よ
う
な
直
接
的
な
参
加
、
ビ
デ
オ
な
ど
の
視
聴
覚
教
育
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
続
い
た
。
教
育
科
目
開
設
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
積
極
的
な
反
応
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
受
講
申
請
や
単
位
修
得
に
対
す
る
負
担
感
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
今

後
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
し
い
研
究
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
多
く
の
学
生
が
専
攻
科
目
と
し
て
で
は

な
く
、
単
位
履
修
の
負
担
の
少
な
い
特
別
講
演
や
単
発
の
授
業
、
ま
た
は
教
養
教
育
過
程
で
行
わ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
の
反
応

を
見
せ
た
。

全
般
的
に
、
韓
国
の
大
学
生
は
死
を
自
然
な
過
程
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
し
、
自
分
の
死
を
予
想
し
て
遺
書
や
墓
碑
銘
を
作
る

こ
と
は
、
生
の
意
味
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
死
は
自
分
の
人
生
を
も
っ
と
有
意
味

な
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
や
、
死
ぬ
こ
と
で
悩
み
が
す
べ
て
解
決
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
に
ど
う
対

処
す
べ
き
か
等
の
教
育
を
う
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
子
供
に
は
死
に
つ
い
て
言
及
す
る
必
要
が
な
い
と
の

意
見
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
女
子
学
生
の
方
が
、
男
子
学
生
よ
り
死
を
よ
り
恐
ろ
し
く
感
じ
て
お
り
、
男
子
学
生
は
相
対
的
に
死
を

肯
定
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
死
の
準
備
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
調
査
対
象
者
の
大
部
分
が
肯
定
的
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
今
後
死
生
学
ま
た
は
死
の
準
備
教
育
を
大
学
教
育
科
目
に
す
る
こ
と
と
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
肯
定
的
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に
捉
え
て
い
る
と
い
え
る
。

一
方
、
韓
国
の
大
学
生
の
ホ
ス
ピ
ス
に
つ
い
て
の
認
知
度
と
関
心
度
を
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
認
識
は
い
ま
だ
低
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
韓
国
の
大
学
生
に
対
す
る
ホ
ス
ピ
ス
教
育
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ス
ピ
ス
教

育
に
関
す
る
積
極
的
な
広
報
、
制
度
の
活
性
化
、
体
系
的
な
専
門
家
養
成
、
ホ
ス
ピ
ス
の
職
業
化
、
政
府
次
元
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

に
つ
い
て
は
過
半
数
が
肯
定
的
な
見
解
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
人
が
ホ
ス
ピ
ス
を
利
用
し
た
い
か
、
両
親
の
た
め
に
利
用

し
た
い
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
意
欲
が
あ
る
か
、
ホ
ス
ピ
ス
教
育
に
参
加
す
る
意
欲
が
あ
る
か
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
過
半
数
が
消
極
的
な
回
答
を
し
て
い
た
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
は
、
ホ
ス
ピ
ス
に
対
す
る
肯
定
的
な
認
識
と
積
極
的
な
参
加
を

誘
導
で
き
る
体
系
的
な
ホ
ス
ピ
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

男
女
の
学
生
の
認
識
の
違
い
を
調
査
し
た
結
果
、
女
子
学
生
が
男
子
学
生
に
比
べ
て
ホ
ス
ピ
ス
に
つ
い
て
肯
定
的
な
認
識
を
見

せ
て
お
り
、
ホ
ス
ピ
ス
教
育
へ
の
参
加
意
思
の
あ
る
者
の
割
合
も
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
女
子
学
生
が
相
対
的
に
、
ホ
ス
ピ
ス
に
入

る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
今
後
の
ホ
ス
ピ
ス
広
報
活
動
の
際
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
女
子

学
生
た
ち
の
口
コ
ミ
活
動
を
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
今
回
の
調
査
に
応
じ
た
韓
国
の
大
学
生
を
人
文
系
、
経
済
系
、
理
工
系
、
芸
術
・
体
育
系
、
医
学
系
な
ど
に
分
け
、
専

攻
別
に
ホ
ス
ピ
ス
に
つ
い
て
の
認
識
の
差
を
比
較
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
医
学
系
の
者
が
他
の
専
攻
の
学
生
に
比
べ
て
ホ
ス
ピ

ス
に
つ
い
て
は
肯
定
的
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
理
解
が
一
番
低
く
、
ま
た
否
定
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の

は
、
理
工
系
の
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
今
後
大
学
生
向
け
の
ホ
ス
ピ
ス
教
育
を
実
施
す
る
際
、
専
攻
別
に
異
な
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
そ
れ
へ
の
参
加
を
誘
導
す
る
方
法
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
教
授
法
な
ど
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
る24
。
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六
．
お
わ
り
に

死
は
生
命
と
と
も
に
誕
生
す
る
。
死
の
な
い
存
在
に
は
生
も
存
在
し
な
い
。
死
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
が
、
こ

こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
生
ま
れ
出
た
生
命
体
は
、
必
ず
死
ぬ
。
人
間
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
死
に
対
す
る

認
識
は
、
死
と
生
の
二
分
法
的
思
考
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
教
育
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
生
と
死
は
、
分
離
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
死
と
生
を
二
項
対
立
的
な
構
図
で
考
え
て
き
た
既
存
の
死
生
観
に
お
い
て
は
、
死
は
回
避
、
ま
た
は
禁
忌
の
対
象
と
な
る
ほ

か
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
価
値
観
が
生
の
問
題
に
ば
か
り
に
偏
重
し
て
き
た
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
韓
国
社
会
の

経
済
的
発
展
に
よ
る
価
値
観
の
変
化
、
医
学
技
術
に
よ
る
生
命
と
寿
命
の
延
長
は
、
老
人
に
死
を
観
照
す
る
こ
と
の
で
き
る
時
間

的
な
余
裕
を
与
え
て
い
る
。

学
問
領
域
と
し
て
の
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
研
究
は
、
た
か
だ
か
三
十
余
年
程
度
の
歴
史
し
か
な
い
新
生
学
問
で
あ
る
と
い

え
る
。
韓
国
社
会
も
死
や
生
命
倫
理
な
ど
に
関
す
る
社
会
的
関
心
は
あ
る
が
、
韓
国
の
死
生
学
研
究
は
ま
だ
初
歩
の
段
階
に
留

ま
っ
て
い
る
。
文
化
と
歴
史
学
的
観
点
か
ら
の
死
生
観
、
宗
教
や
民
族
伝
統
の
葬
礼
儀
式
と
し
て
の
死
、
哲
学
的
観
点
に
お
け
る

生
命
倫
理
や
自
殺
研
究
、
タ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
教
育
、
東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
の
観
点
に
お
け
る
生
命
倫
理
研
究
、
看
護
学
と
社
会
福

祉
学
の
観
点
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
ス
研
究
な
ど
、
死
生
学
関
連
の
部
分
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
死
生
に
関
す
る
あ

る
一
面
し
か
対
象
と
し
て
お
ら
ず
、
閉
鎖
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
人
文
社
会
学
や
医
学
、
自
然
科
学
の
融
合
的
な
研
究
が
必
要
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
学
と
し
て
の
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
」
の
精
神
に
立
脚
し
た
死
生
学
研
究
を
通
じ
て
、
死
に
関
す
る
形
而
上

学
的
な
言
説
か
ら
実
践
的
で
社
会
病
理
的
な
現
象
へ
と
、
そ
の
地
平
を
広
げ
な
が
ら
、
医
学
や
生
命
科
学
の
理
論
に
基
づ
い
て
、

人
文
学
の
自
生
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
融
合
学
問
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
一
般
人
や
学
生
だ
け
で
な
く
、
医
療
者
・
生
命
科
学
者
・
自
殺
予
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防
専
門
家
を
対
象
と
し
、
生
命
教
育
と
死
の
準
備
教
育
、
自
殺

予
防
教
育
な
ど
の
死
生
学
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
生
命
工

学
や
遺
伝
工
学
、
脳
科
学
な
ど
の
生
命
科
学
や
人
体
実
験
、
生

殖
問
題
な
ど
、
死
の
問
題
と
関
わ
る
医
科
学
の
研
究
も
必
要
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
歩
進
ん
で
、
生
命
科
学
お
よ
び
医
科
学
の

政
策
や
法
規
、
規
則
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の
暮
ら
し

の
様
式
の
変
化
や
工
学
と
医
学
関
連
企
業
の
倫
理
ま
で
も
視
野

に
い
れ
、「
健
康
生
命2.0

（
図
4
参
照
）」
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
と
は
、
死
の

み
を
研
究
す
る
学
問
で
は
な
く
、
生
命
と
死
を
研
究
す
る
学
問

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
英
語
で
表
現
す
れ
ば
「W

ell-be-dying

」

で
あ
る
と
い
え
る
。
死
を
通
し
て
、
生
を
直
視
し
よ
う
と
す
る

の
で
あ
る
。
別
の
表
現
で
い
う
な
ら
ば
、
生
は
死
を
拒
む
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
死
は
生
の
価
値
基
準
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
こ
の
学
問
は
出
発
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
ま
で
は
死
と
生
と
い
う
二
分
法
の
た
め
に
、
死
は
回
避
、
あ

る
い
は
嫌
悪
の
対
象
と
な
り
、
生
と
生
命
だ
け
に
す
べ
て
の
価

値
を
付
与
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
節

図 4　「ホモフマニタス死生学」研究概念図

ホモフマニタス死生学の構築：人文学と医科学の融合

人文学
歴史学
哲学
文学
宗教学

医科学
韓医学
臨床学
看護学
ホスピス

ホモフマニタス死生学

人間学
タナトロジー観、生命観、身体観、霊魂観

倫理／社会福祉
人生の質　人間と生命の尊厳性

人権、自由、共同善

死生学教育 生命科学
生命工学、遺伝工学、脳科学

医科学
人体実験、生殖問題、死の問題

健康生命２．０
生命科学および医科学の政策、法規、規定

家庭と企業

家族の暮らしの様式の変化

企業の経営（工学と医学関連）

生命教育、死の準備教育、自殺予防教育

一般人と学生

医療人、生命科学者、自殺予防専門家
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的
、
二
元
的
な
考
え
方
を
克
服
し
、
死
の
意
味
を
洞
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
と
生
（
生
命
）
の
意
味
を
完
全
に
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
の
が
、「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
人
文
学
と
医
科
学
、
社
会
学
の
知
的
融
合
言
説
と
し
て

の
「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
を
新
生
学
問
と
し
て
構
築
す
る
た
め
の
こ
れ
か
ら
の
研
究
計
画
を
図
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
（
図
4
）。

﹇
註
﹈

1 

こ
れ
は
二
〇
〇
八
年
、
延
世
大
学
の
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
で
肺
癌
検
査
を
受
け
る
途
中
、
過
多
出
血
に
よ
る
脳
損
傷
で
植
物
人
間
に
な
っ

た
「
キ
ム
お
婆
さ
ん
」
に
対
し
て
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
三
日
大
法
院
か
ら
「
意
味
の
な
い
延
命
治
療
を
拒
否
す
る
」
と
い
う
生
前
か

ら
の
意
思
を
尊
重
し
て
呼
吸
器
を
取
り
は
ず
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
韓
国
社
会
で
「
尊
厳
死
」
と
「
安
楽
死
」
の

論
争
が
始
ま
っ
た
。
医
療
チ
ー
ム
の
予
想
と
は
違
い
、「
キ
ム
お
婆
さ
ん
」
は
呼
吸
器
を
取
り
は
ず
し
た
後
も
二
〇
一
日
間
生
存
し
、

二
〇
一
〇
年
一
月
一
〇
日
に
息
を
引
き
と
っ
た
。

2 

島
薗
進
、
竹
内
整
一
編
、
鄭
孝
雲
訳
、
二
〇
一
〇
年
、『
死
生
学
と
は
何
か
』
ハ
ン
ウ
ル
、
六
頁
。

3 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
ホ
モ
・
フ
マ
ニ
タ
ス
の
死
生
学
」
と
い
う
課
題
で
韓
国
研
究
財
団
二
〇
〇
九
年
度
学
際
間
融
合
研
究
事
業
を

一
年
間
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
研
究
結
果
を
中
心
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
二
〇
一
〇
年
十
一
月
二
十
日
に
成
均
館

大
学
人
文
科
学
研
究
所
と
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
が
共
同
主
催
し
た
日
韓
国
際
研
究
会
議
「
東
ア
ジ
ア
の
死

生
学
へ
」
で
報
告
し
た
内
容
を
修
正
、
補
完
し
た
も
の
で
あ
る
。

4 

「H
um

anities

」
と
い
う
意
味
は
「
人
間
ら
し
さ
（
人
間
性
）」
や
「
人
文
学
」
な
ど
と
翻
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

H
om

o H
um

anities

と
は
「
人
文
学
的
人
間
」
や
「
人
間
ら
し
い
人
間
」
と
い
う
含
意
を
も
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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ト
が
こ
こ
で
「H

um
anity

」
や
「H

um
anism

」
で
は
な
く
「H

um
anities

」
と
い
う
ラ
テ
ン
語
を
使
っ
た
の
は
、
近
代
以
降
の
人
文

科
学
的
な
語
が
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
そ
の
意
味
が
変
質
、
歪
曲
さ
れ
た
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
原
語
のA

ura

を
生
か
し
て
、

「H
um

anities

」
の
概
念
に
含
ま
れ
て
い
る
人
間
の
尊
厳
（dignity

）
と
憐
憫
（sym

pathy

）
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
共
同
の
善

(com
m

on good )

の
コ
ー
ド
ま
で
も
探
し
出
す
た
め
に
「H

um
anities

」
と
い
う
用
語
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
生
物

学
的
な
死
で
は
な
く
「
人
文
学
的
人
間
」
と
し
て
の
死
を
思
惟
す
る
方
法
を
模
索
す
る
行
為
自
体
が
人
文
学
本
来
の
意
味
を
求
め
る
過

程
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

5 

李
相
穆
他
、 

二
〇
〇
五
年
、 

東
亜
大
学
校　

石
堂
伝
統
文
化
研
究
院　

石
堂
学
術
叢
書　

十
一
『
韓
国
人
の
死
観　

生
命
倫
理
』、 

世
宗
出

版
社
。 
李
相
穆
他
、 

二
〇
〇
五
年
、 

東
亜
大
学
校　

石
堂
伝
統
文
化
研
究
院　

石
堂
学
術
叢
書　

十
二
『
韓
国
人
の
生
命
観
と
胚
芽
複
製

倫
理
』、 

世
宗
出
版
社
。

6 
 

今
ま
で
韓
国
で
は
死
に
関
す
る
研
究
は
人
文
学
的
な
側
面
、
す
な
わ
ち
生
死
観
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
最

近
の
研
究
と
し
て
は
、
ユ
・
チ
ョ
ア
他
、
二
〇
〇
八
年
、『
韓
国
人
の
生
死
観
』、
太
学
社
。
全
南
大
学
校
ア
ジ
ア
文
化
原
形
研
究
事
業
団
、

『
東
ア
ジ
ア
の
生
死
観
』、
全
南
大
学
校
出
版
部
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
死
生
学
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
は
本

研
究
チ
ー
ム
（「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
の
死
生
学
」）
が
初
め
で
あ
る
と
い
え
る
。
関
連
論
文
を
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
鄭
孝
雲
、

二
〇
〇
九
年
、「
韓
国
死
生
学
の
現
況
と
課
題―

〝
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
〞
構
築
の
た
め
の
提
言
を
中
心
に―

」『
東
北
亜
文

化
研
究
』
二
十
一
集
。
鄭
孝
雲
他
、
二
〇
一
〇
年
、「〝
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
〞
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
必
要
性
に
関
す
る
探
索
的
研
究
」

『JO
U

R
N

A
L O

F T
H

E
 K

O
R

E
A

N
 D

A
T

A
 A

N
A

LY
SIS SO

C
IE

T
Y

』21-1

。
鄭
孝
雲
他
、
二
〇
一
〇
年
、「
釜
山
、
慶
南
地
域
大
学
生

た
ち
の
〝
ホ
ス
ピ
ス
〞
認
識
に
対
す
る
基
礎
研
究―
、
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
〝
構
築
の
た
め
〞」『
東
北
亜
文
化
研
究
』
二
十
二

集
。
パ
ク
・
チ
ョ
ン
シ
ク
他
、
二
〇
一
〇
年
、「
死
生
学
成
立
根
拠
に
関
す
る
哲
学
的
探
究
」『
大
同
哲
学
』
五
十
集
。
キ
ム
・
ド
ヒ
、 

二
〇
一
〇
年
、「
国
語
教
科
書
を
活
用
し
た
死
の
教
育
」『
国
語
教
育
学
会
』
四
十
六
集
。

7 

河
野
友
信
、
平
山
正
実
編
、
二
〇
〇
三
年
、『
臨
床
死
生
学
事
典
』、
日
本
評
論
社
。

8 

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
一
九
七
八
年
、『
死
』（
仲
澤
紀
雄
訳
）、
み
す
ず
書
房
。

9 

芹
沢
俊
介
、
二
〇
〇
八
年
、「
な
ぜ
人
は
死
に
怯
え
る
の
だ
ろ
う
か
」
島
薗
進
他
『
死
生
学　

一―

死
生
学
と
は
何
か
』、
東
京
大
学
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大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、
一
六
二
頁
。 

11 

イ
・
ス
ジ
ン
、
ヤ
ン
・
フ
ェ
ソ
ク
、
二
〇
〇
九
年
、「
儒
家
生
死
観
の
形
成
と
展
開
」『
東
ア
ジ
ア
の
生
死
観
』
前
揭
書
、
五
十
七
頁
。

11 

ヤ
ン
・
フ
ェ
ソ
ク
、
二
〇
〇
九
年
、「
道
家
生
死
観
の
形
成
と
展
開
」『
東
ア
ジ
ア
の
生
死
観
』
前
揭
書
、
一
一
七
頁
。

12 

イ
・
ジ
ン
ピ
ョ
、
二
〇
〇
二
年
、「
仏
教
の
生
死
観
」『
東
ア
ジ
ア
の
生
死
観
』
前
揭
書
、
六
四
頁
。

13 
こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
図
1
、
2
、
3
は
鄭
孝
雲
、
二
〇
〇
九
年
、「
韓
国
死
生
学
の
現
況
と
課
題―

〝
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
〟 

構
築
の
た
め
の
提
言
を
中
心
に―

」
前
揭
書
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

14 

パ
ク
・
チ
ョ
ン
シ
ク
他
、
二
〇
一
〇
年
、「
死
生
学
成
立
根
拠
に
関
す
る
哲
学
的
探
究
」
前
揭
書
、
一
五
六
頁
。

15 

島
薗
進
、
二
〇
〇
八
年
、「
死
生
学
と
は
何
か
」『
死
生
学　

一
』、
前
揭
書
、
二
十
頁 

。

16 

パ
ク
・
チ
ョ
ン
シ
ク
他
、
二
〇
一
〇
年
、
前
掲
論
文
、
一
五
八
頁
。

17 

キ
ム
・
イ
ン
ラ
ク
、
二
〇
〇
二
年
、｢

東
洋
医
学
の
生
死
論
研
究｣  

『
死
と
文
化
（
人
文
研
究
論
集　

七
）』、
東
義
大
学
校
人
文
科
学
研

究
所
、
四
十
三
頁
。

18 

安
楽
死
や
尊
厳
死
に
つ
い
て
は
様
々
な
定
義
が
あ
ろ
う
が
、
前
者
は
三
人
称
か
ら
の
見
方
で
あ
り
、
後
者
は
一
人
称
か
ら
の
見
方
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

19 

チ
ョ
ン
・
キ
ョ
ン
テ
、
二
〇
〇
九
年
、「
細
胞
と
死
」『
融
合
研
究
と
し
て
の
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
』
東
北
ア
ジ
ア
碩
学
招
請
共
同

国
際
学
術
大
会―

生
・
死
・
文
学
・
文
化―
発
表
要
旨
、
東
義
大
学
校
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
九
日
。

21 

調
査
対
象
者
八
〇
〇
人
の
性
別
の
内
訳
は
、
回
答
が
な
か
っ
た
二
人
を
除
い
て
男
が
三
十
七
・
三
％
（N

=
298

）、
女
が
六
十
二
・
七
％

（N
=

500

）
で
あ
り
、
専
攻
別
で
は
、
回
答
が
な
か
っ
た
十
人
を
除
い
て
人
文
系
五
十
八
・
一
％
（N

=
461

）、
理
工
系
十
六
・
一
％

（N
=

128

）、
経
済
系
八
・
四
％
（N

=
64

）、
法
学
系
〇
・
八
％
（N

=
6

）、
芸
術
・
体
育
系
四
・
五
％
（N

=
36

）、
医
学
係
十
二
・
〇
％

（N
=

95

）
で
あ
っ
た
。

21 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
内
容
は
調
査
対
象
者
の
人
口
統
計
学
的
な
特
性
、
死
に
つ
い
て
の
経
験
と
認
識
、
死
と
の
接
触
経
路
、
死
の
教
育

に
対
す
る
必
要
性
と
理
由
、
死
の
教
育
が
必
要
な
時
期
と
具
体
的
な
教
育
内
容
、
死
の
教
育
を
担
当
す
る
適
任
者
の
順
序
で
構
成
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
日
常
、
死
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
死
に
対
す
る
一
般
的
な
認
識
と
死
の
教
育
に
対
す
る
意
見
な
ど
が
中
心
的
な
質
問
項
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目
で
あ
っ
た
。

22 

今
回
の
調
査
で
の
ホ
ス
ピ
ス
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ホ
ス
ピ
ス
に
対
す
る
認
知
度
、
ホ
ス
ピ
ス
に
対
す
る
一
般
的
な
態
度
、

ホ
ス
ピ
ス
へ
の
参
加
意
思
な
ど
大
き
く
三
種
類
の
質
問
で
構
成
さ
れ
た
。
ホ
ス
ピ
ス
に
対
す
る
一
般
的
な
態
度
の
項
目
で
は
、
ホ
ス
ピ

ス
と
死
に
関
す
る
認
識
、
ホ
ス
ピ
ス
に
関
係
す
る
制
度
、
教
育
、
広
報
な
ど
に
関
す
る
意
見
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ピ
ス
に
収

容
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
積
極
性
を
調
べ
る
た
め
に
、
今
後
の
ホ
ス
ピ
ス
利
用
意
思
の
有
無
、
ホ
ス
ピ
ス
に
お
け
る
奉
仕
活
動
に
対
す

る
意
思
の
有
無
、
ホ
ス
ピ
ス
教
育
へ
の
参
加
意
思
の
有
無
等
に
関
す
る
質
問
で
ア
ン
ケ
ー
ト
は
構
成
さ
れ
た
。
な
お
調
査
の
統
計
は
、 

SP
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統
計
パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
分
析
さ
れ
た
。

23 

詳
し
い
こ
と
は
、
鄭
孝
雲
他
、
二
〇
一
〇
年
、「〝
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
〞
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
必
要
性
に
関
す
る
探
索
的
研
究
」
前

揭
論
文
と
、
鄭
孝
雲
他
、
二
〇
一
〇
年
、「
釜
山
、
慶
南
地
域
大
学
生
た
ち
の
〝
ホ
ス
ピ
ス
〞
認
識
に
対
す
る
基
礎
研
究―

ホ
モ
フ
マ

ニ
タ
ス
死
生
学
〝
構
築
の
た
め
〞―

」
前
揭
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

24 

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
対
象
者
を
韓
国
の
釜
山
と
慶
南
地
域
の
大
学
生
に
限
定
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、
こ
の
結
果
を
韓
国
全
体
の
大
学
生

の
認
識
で
あ
る
と
一
般
化
し
て
適
用
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
た
だ
、「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
と
ホ
ス
ピ
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

大
学
の
教
育
課
程
に
導
入
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
点
に
そ
の
意
義
が
あ
り
、
今
後
の
ホ
ス
ピ
ス
教
育
、
ひ
い
て
は
死
の

準
備
教
育
、「
ホ
モ
フ
マ
ニ
タ
ス
死
生
学
」
教
育
の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
る
基
礎
資
料
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
い
え
る
。


